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保護者会だより・後援会だより

大学からの要請で、今年度初めての試みとして、
国際教養学部オープンキャンパス「保護者説明会
プログラム」において、在校生保護者会を代表し、
参加された保護者に向けて保護者会について説明を
いたしました。

7 月 23 日・8 月 5 日は小生より、8 月 20 日は
西村副会長より、保護者会の活動趣旨や事業実績に
ついて説明を行い、在校生保護者の目線から見た
順天堂大学・国際教養学部の良さ（学生と教職員、
保護者と教職員の距離の近さ等）、他大学との違いをお伝えしました。来場者からは「同じ
保護者の立場から話を伺うことができ、とても良かった」と高い評価をいただきました。受験生の
獲得に少しでも協力することができたかなと嬉しい反面、国際教養学部がより一層魅力溢れる
学部となるよう更にバックアップをしていかなければいけないと気持ちを新たにした次第です。

来年 4 月には念願の 4 学年が揃います。活気溢れる学部をさらに盛り上げていけるように
役員一同努力して参りますので、今後とも皆様のご協力ご支援をよろしくお願い申し上げます。

国際教養学部保護者会 会長　佐藤　登

説明する西村副会長

◆小林弘幸教授のご講演

医学部後援会では、毎年 1 回開催している講演会総会に 2009 年から講師の先生を招聘して
ご講演をいただいております。また、講師の先生には総会後の懇親会にもお時間のお許しになる
範囲でご参加いただき、会員の皆様と交流していただいております。

第１回の講師、木南英紀学長（当時）には「順天堂大学の現状」についてご講演いただき、
その後、順天堂医院の代田浩之副院長（当時）には「順天堂の過去・現在・未来」と題した
ご講演をいただきました。医史学の酒井シヅ特任教授に「順天堂の歴史」をご講演いただいた
時には、その年に放送されていたテレビドラマ「JIN」の監修を酒井先生がされていたことも
あり、ドラマのその後の展開もお話しいただきました。練馬病院の宮野 武名誉院長には、
後援会も支援させていただいている「箱根駅伝」について、裏話を交えてお話しいただきました。
新井 一医学部長（現学長）には「順天堂大学の現状と今後の課題」についてご講演いただき
ました。整形外科の金子和夫教授には「卒後教育」についてご講演いただき、フランスで

医学部後援会 会長　藤巻　豊

後援会だより
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後援会だより

スポーツ健康科学部の後援会として活動している『桜
おう

順
じゅん

会
かい

』は、平成 10 年 11 月に当時の
『さくら会』役員有志の呼びかけで、我が子の卒業と同時にさくら会で培った大学との絆を

切ることなく大学を後援して行こうという思いから結成された、学生卒業後の保護者から
成る後援会です。子供の卒業とともに途切れがちな大学情報を入手し、ひき続き順大ファミリーの
一員として微力ながら在学生の活動支援や会員相互の親睦、会員への「順大スポーツ」配布を
主な活動としています。

ここに定例総会の様子と今後の活動予定をご紹介します。

１．第 19 回桜順会定例総会
　日　時：平成 29 年 7 月 1 日（土）15:00 ～
　場　所：順天堂大学　本郷・お茶の水キャンパス

スポーツ健康科学部後援会【桜順会】 会長　遠藤　浩志

多くの日本人ドクターが研修されていることを伺いました。奥村 康特任教授には「免疫学」
のみならず話題満載のご講演をいただきました。国家試験ならびに学部での授業ではたいへん
お骨折りいただいた総合診療科の檀原 高名誉教授には「入試から国試まで」についてご講演い
ただきました。先生方にはそれぞれのお立場で、たいへん興味深い内容のご講演をいただきました。

そして今年はテレビやメディアではお見受けすることのたいへん多い、病院管理学の小林弘幸
教授に「なぜ、これは健康にいいのか？」という演題でご講演をいだだきました。

小林教授からは自律神経である交感神経と副交感神経が生命のライフラインを司っていること。
加齢とともに、特に 40 歳を境に、副交感神経の活動力が弱まり、血流が悪くなるため、
生活習慣病・脳梗塞・更年期障害などを発症しやすい環境になること。また、血液の質に関して、
腸内細菌が重要な役割を担っていること。善玉菌が多い環境から加齢とともに悪玉菌が増加して
副交感神経の活動力の弱まる一因となること。さらには、皮下脂肪、内臓脂肪の蓄積にもつなが
ること。肥満体質と痩せた体質では腸内細菌が異なり、これは生まれつきであること。腸内
細菌叢を変えられれば痩せられることなど、中高年の会員にはたいへん興味深いお話を伺いました。
また、小林教授にはたいへんお忙しい中、後援会総会終了後にヒルトップで開かれた懇親会にも
ご参加いただきました。小林弘幸教授のご講演の要旨は医学部後援会のホームページに掲載
させていただきますので、是非ご覧ください。

後援会では、会員の皆様に直接お話をお伺いする機会の少ない先生方にこれからもご講演を
いただき、「順天堂ならでは」という会にさせていただく所存です。来年は心臓血管外科教授で
順天堂医院の院長でもいらっしゃる天野 篤先生にご講演いただくことになっています。

会員の皆様には、これからも毎年 6月第 4 土曜日開催の医学部後援会総会に是非ご参加いただき、
ご講演をお聞きいただき、その後の懇親会でも直接先生からお話をお伺いいただければ幸いです。




